
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 ： 「知性を磨き 心を見つめ チャレンジする生徒」 

      『 挨拶を交わし 場を清め 時を守る』    校長 下地 秀隆 

豊見城市立伊良波中学校 学校だより 10月号  （28） 令和 7年 10月 7日発行 

令和 7 年度 「2 学期始業式」 

◆今日１６日、第２学期がスタートしました。本日は、各学年代表挨拶を掲載します◆

各学年とも学年行事の取り組みを大いに期待しております◆学校行事では伊良波フェス

タが１２月にあります。保護者の皆さまも参加していただき、激励をお願いします◆ 

◆秋休みが明け、いよいよ２学期がスタートしました。２学期は１年間の中で、特に行事が多い学期です

◆１年生は、初めての合唱コンクールがあります。歌を通して一人ひとりの力を合わせる大切さを感じ

て、クラス全員が心を一つにして、思い出に残る時間を作って行きましょう◆２年生は、修学旅行があり

ます。仲間との絆を深め、協力し合いながら、思い出に残る行事にして行きましょう◆３年生は、受験と

いう大きな目標に向けて、努力を重ねる時期です。３年生の頑張っている姿を、私たち後輩は見ていま

す。自分の力を信じ、１日１日を大切に過ごしてください◆生徒会では、今学期も「あいさつ革命第２

弾」を行う予定です。あいさつを通して、学校を活性化させ、みんなで伊良波中学校をより良くしていく

ために、ご協力をお願いします◆１２月には、みんなが楽しみにしている伊良波フェスタがあります。３

年生の生徒会役員は、伊良波フェスタが最後の行事となってしまいます。私たち２年生役員は、３年生と

協力しながら、行事を成功させたいと思います◆日々の学びや、行事などを通して、充実した２学期にし

ていきましょう◆                     生徒会代表 大城樹果 

◆２学期は、先日１学期の振り返りで、２学年代表の圓さらささんが言っていたように、私たち２年生に

とって中学校生活の折り返しの学期になります。また、様々な場面で、学校のリーダー的な役割を、３年

生から引き継ぐ時期でもあります◆更に、学校生活の一大イベントである修学旅行もあります。修学旅行

説明会の中に、イベントを更に盛り上げたり、ルールを緩和するためには、日頃のルールを守ったり、友

人や先生たちと信頼関係を築けるかで、修学旅行のルールや行程が変わるので、１８０名の友人や引率さ

れる先生方との信頼関係を築くために、２学期はこれまで注意された面や行動を改善するように、心がけ

て行きたいです◆また、集団での行動になるため、行動は習慣によって作られるという説明を聞いたの

で、５分前行動を意識し、朝の登校時間や移動教室の移動などを意識しながら行動を素早くする学年を目

指したいです。学習面では、１学期の通知表の結果を踏まえて、学習への取り組みや、家庭学習などの取

り組み、志望校を考え始める学期にしていきたいです◆中学校生活が折り返しの２学期を、楽しみなが

ら、友達と協力して過ごす充実した日々にして行きたいです◆２年生の皆さん、頑張って行きましょう◆ 

                                ２年１組 又吉 琉羽沙 

生徒会：大城樹果  ３年生：具志堅新  ２年生：又吉琉羽沙  １年生：瀬長詩月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆秋休みが終わりいよいよ２学期が始まりました。私たち３年生にとっては、受験や卒業に向けてとて

も大切な時期となります◆私自身、これから勉強も忙しくなる中で本当に自分の志望校入学できるか？

不安になることもあります。ですが、今できることを少しずつ積み重ねて、自分の進路に自信を持って

進みたいです。なので、皆さんも同じ目標を持って仲間と助け合って乗り越えていきましょう◆そし

て、卒業までの残り時間をスポーツフェスタや合唱コンクールを通して楽しい思い出を作って行きまし

ょう◆最後に、２学期もみんなで支え合って、ラスト笑顔で卒業しましょう◆ 

３年１組 具志堅 新 

◆中学校に入学して、あっという間に１学期が過ぎました。改めて振り返ってみると、短くても充実し

た毎日で、たくさんの出来事がありました。その中でも、私が感じた良かった点と改善点を述べたいと

思います◆良かった点はの一つ目は、学年全体で元気よくあいさつすることができたことです。先生方

に対してだけでなく、生徒どうしでも自分から進んであいさつするなど、学校のあちらこちらでとても

元気な声が聞こえてきました◆二つ目は、クラス関係なくみんなが仲がいいところです。休み時間にな

ると、教室の中にいる人よりも、ろう下に出て他のクラスの子と話している人が多いなと感じました。

クラスの枠を超えて、みんなが仲良く過ごせていて思わず笑みがこぼれる場面もありました◆三つ目

は、初めて席次がでたことで、学習に取り組む姿勢がよくなったことです。中学校に入って席次が出た

ことで、自分の苦手な所や得意がわかり、勉強方法を自分で工夫したり、テストのある日程を把握し計

画的に勉強に取り組んだりしたという話を聞くようになりました。また、前日に朝早く学校に行ったり

お家で遅くまで勉強したりと見えないところで努力している姿もみられるようになり、勉強に向き合う

姿勢がどんどんよくなってきているのを感じました◆しかし、良い点が目立つ一方で、改善した方がい

いと感じることもありました。それは、教室だけでなく、ろう下にいても友達同士の軽いトラブルや冗

談で、相手が傷つくような暴言が聞こえてきたり、先生に対しての発言も時には反抗的になり、強くあ

たってしまうなど、普段の言葉づかいに気をつけた方がいいなと思う場面もありました。そのよかった

点、改善点も踏まえて、私が２学期に頑張りたいことが二つあります◆一つ目￥、言葉づかいです。自

分も含め、１学年全体の雰囲気が優しい言葉であふれるように、お互いに声かけできるようになりたい

です◆二つ目は、みんなで協力することです。２学期も学年全体で行動することや行事などがあると思

いますが、その時だけでなく日頃から誰かが困っていたら声をかけてあげたり、ふだんから交流して仲

を深めたりするために、まずは自分の周りからみることを意識して行きたいです。◆２学期も「何事に

も自分から」という積極性を忘れずに、日々少しずつ成長していきたいです◆ 

１年３組 瀬長 詩月 

◆去る 10 月９日（木）から「豊見城市スポーツコンベンション事業」で、３泊４日の日程で U15

アジアバスケットボール大会へ豊見城市代表として台湾へ行ってきました◆香港、マカオ、フィリ

ピン、アメリカ、台湾、日本の各国からＵ15 の選手が集い熱戦を繰り広げました◆生徒たちは、

グローバル社会の中多くの経験をさせてもらいました。今後の成長を大いに期待しています◆ 

【台湾遠征報告会】 仲村新希(4 組) 金城彰人(4 組) 伊波景介(3 組) 


